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 モンゴルの祭祀儀礼における馬乳酒 
 
サランゲレル 
訳 児玉香菜子1 
 
モンゴル語でチゲ（čege）2は発酵したメスウマの乳（以下、馬乳酒）を言う。馬乳酒の名称や製造
方法、儀礼など、地域や氏族によって多種多様である。馬乳酒をチゲと言わずに、アイラグと言うと
ころもある。メスウマの乳ではなく、メスウシの乳やメスラクダの乳をチゲといい、チゲを発酵させ
ると言うところもある。蒙漢辞典ではチゲを「メスウマの乳」と訳している［1］。モンゴルには馬乳
酒と関連する儀礼が数多くある。本稿では、モンゴルの祭祀儀礼における天地にふりまいて捧げる行
為と関係する馬乳酒について文献資料からその歴史と季節について考察する。 
 
１．文献資料における祭祀儀礼と馬乳酒 
 モンゴルのいかなる祭祀においても、天地にふりまいて捧げる儀礼がある。狩猟時代においても美
味しい食べ物の最もよい部分を、天や神にふりまいて祭る儀礼があった。その際には、乳3を天地に
ふりまき、茶をふりまき、食べ物のもっともよい部分を供える。これについて、ロブサンツョイドン
が次のように解説している。モンゴル人は「原野の野生動物の肉を食べる際には、まず天を祭るため
に東西南北にふりまいた後に、人数分に分けて食べる。また、どのような食べ物でも食す際に、天を
祭って祈ってから食す。モンゴル全域で、1 年を四季に区分し、天を祭る。春と秋に天を祭るのを大
きな祭祀という。夏と冬は祭祀を小さな祭祀という。このような祭祀の供え物はウマ、ウシ、ヒツジ
の 3 種で、天を盛大に祭る。御酒、果物を供え物として並べる」［2］というように記している。この
ように、神、天、守護神を祭るというのは、御酒と乳をふりまいて供え、尊敬と崇拝の気持ちを示す
ものである。乳をふりまく中で一番よいのはメスウマの乳である。99 頭の白いメスウマの乳をふり
まくのが一番貴いとされる。 
 文献資料の記録によると、天帝はモンゴル人にとって最高位の崇拝対象である。天の祭祀はモンゴ
ル人にとってシャーマンの祭祀儀礼の一種であった。天を起源と考えていたモンゴル人の祖先祭祀で
あった。モンゴルの各氏族部族それぞれの祭祀のほかに、全モンゴルにおいて信仰されている天神の
                                                        
1 本稿はサランゲレル氏による未公開のモンゴル語論文の邦訳である。原注は［］にて文末に、訳注
は文中に記した。訳注にはサランゲレル氏によるコメントも含んでいる。その場合にはサランゲレル
氏によることを明記した。 
2 モンゴル語表記は内蒙古大学蒙古学研究院蒙古語文研究所編（1999）による。 
3 サランゲレル氏によると、ここでいう乳とは馬乳酒のことである。本稿および引用文献において乳
となっている部分は生乳ではなく、酸乳、多くの場合、馬乳酒を指す。 
－ 18 － － 19 －
『千葉大学　ユーラシア言語文化論集』 19（2017）：19 － 27
 祭祀は祖先祭祀で、その祭祀を通して、氏族関係を強固にし、血統のつながりを確認する。そうでな
ければ、祭祀を通して、祖先の幸運を子孫に授ける儀礼であった。この祭祀における最も崇高な上物
は、馬乳酒をふりまくこと、つまり、メスウマの乳をふりまくことであった。ウマが減少し、馬乳酒
が減少している現在でも、メスウマの乳は白い食べ物（乳製品の意）のなかで一番よいもので、ふり
まく上物のなかで最高位に位置する。このように、乳、馬乳酒という食べ物のなかで一番の上物を供
えるということは、祖先に孝行と感謝の意を示し、神の加護を受けるためのほかに、もっとも重要な
のは祖先から幸と恵を受けとることである。『元朝秘史』は祖先祭祀について、以下のように記して
いる4。 
 
その春、アムバガイ合罕の妃達オルバイ、ソカタイ二人が、祖先の人々の祭祀のために、陵墓の
地へ、そのこなた側へ行ったとき、ホエルン夫人も赴いて、後れて到り、後廻しにされて、ホエル
ン夫人はオルバイ、ソカタイの二人に言う 
「イェスゲイ・バアトゥルが死にたるか」とて、また「わが子の成人せざるあり」とて祖先祭
祀の賜物、余餐、余酒より何ぞ我を後れしむるや 汝等。 
我の見あるに、汝は食べ、我を目覚ませず移るに到れるか 汝等は 
と云った。 
 
その言葉に、オルバイ、ソカタイ二人の妃の言うよう 
  招きて与えられざる道あり 汝 
  遭わば食する道理あり 汝 
  請いて与えられざる道あり 汝 
  到らるれば食する道理あり 汝 
  「アムバガイ合罕なくなりしぞ」とホエルンにまで、かく云わるるになりぬ。」［3］ 
 
この記述から、祖先祭祀に供える上物に馬乳酒と御酒が欠けてはならないものであったことが分か
る5。祖先祭祀に供えた供物である馬乳酒、御酒がきわめて貴重な恩賜の隠喩になっていることは明
白である。それは、祖先祭祀の供物を通して、祖先の祝福を受け、祖先の魂がやってきて供物を消化
し、かわりに、子孫に幸運を授けていた。そのため、まさにこの貴重な恩賜を受けとろうと、子孫た
ちは自分の分を確保しようと奪いあう必要があった。祭祀のこの点について、本来、祭祀におけるヒ
                                                        
4 訳は小澤訳（1997：55-56）による。 
5 原文にツェゲと明記されているわけではない。余酒の原語はサルハド（sarxad）で、サランゲレル
氏によると、意味は酒の丁寧語で、この場合、馬乳酒も含む。 
－ 20 －
 ツジの丸煮、馬乳酒、御酒などの供物についてどのように理解され、考えられていたのかが分かる。
具体的には以下のとおりである。 
1 つ目は、なぜホエルンはオルバイとソフタイの 2 人の妃たちとこのように口論したのか。 
2 つ目は、祭祀の供え物である馬乳酒、御酒、ヒツジの丸煮をどのように理解し、どれほど重要視
していたのか。つまり、天神、祖先祭祀で、食べ物の一番よいところとして、何を選んだのか。当時
のモンゴル人が食べ物の中で何を上物とし崇拝していたのか。 
3 つ目は、祭祀自体がどのように理解されていたのか。 
このような問題を正しく理解し、明確にすることができれば、ホエルン夫人とオルバイとソフタイ
の 2 人の妃の対立（祭祀の恩賜を受けとるかどうか）の心理的背景が分かる。祭祀の恩賜を象徴する
馬乳酒、御酒、ヒツジの丸煮を彼女らは普通の飲食物と理解していたのではなく、むしろ、自らに来
たる幸と恵、あらゆる幸運の予兆、シンボル、隠喩で、祖先が分け与える貴重な神の力を持つ幸運と
理解していた。ホエルン夫人は普通の馬乳酒、酒もしくは「残った飲食物」を奪いあっていたのでは
まったくなかった。このように大変貴重な恩賜が手に入らないなら、「幸運が逃げる」「祖先の幸運を
逃す」と考えていた。そのため、ホエルン夫人がオルバイ、ソフタイの 2 人の妃と口論したこの行為
は 3 つの考えを示している。 
1 つ目は、ホエルン夫人は平民ではなく、モンゴル部族のイスゲイ・バートルの夫人であったこと
である。そのため、ホエルン夫人は年齢が若いものの、自身をオルバイとソフタイの 2 人の妃と同等
の地位にあり、祖先祭祀の主催者の一人である考えていた。祖先祭祀に呼ばない、もしくは、恩賜を
逃すのは儀礼の道理にまったくあわない状況であると考えていた。ハーンの伝統的儀礼はホエルン夫
人にこのように考える権力と地位を与えていた。 
2 つ目は、祖先祭祀に「氏族の一員でない」人びとを参加させない習慣があることである。このた
め、ホエルン夫人はつまり「ボドンチャルが亡くなった後、そのジュレデイを（中略）霊廟から追い
出した」［4］と同じで6、自分を祭祀に入れなかったと考えていたのかもしれない。そのため、「イェ
スゲイ・バァトルが死にたるか」という言葉を発したのである。古代の習慣ではハーンの崩御後、妃
が統治しなければならないか、もしくはその権力があった。もし、ハーンを殺し、妃を別のハーンが
娶ったなら、その領土も妃と一緒に別のハーンの手に渡る決まりである。たとえば、英雄叙事詩『ジ
ャンガル』で、敵が戦争を挑発する無茶な要求をするとき、ジャンガルに「アブ・シャルタル妃をよ
こせ」というような要求を出すものである。これは、実に「妃を奪い、ハーンの領土を奪うぞ」とい
                                                        
6 訳は村山訳注（1970：45）による。イスゲイ・バートルが亡くなったので、自分はもうモンゴル部
族の一員ではないと考えられている、とホエルン夫人が考えたということ。引用箇所の状況はサラン
ゲレル氏によると以下のようである。ボドンチャルが亡くなった後、彼の子であるジェウレデイを祖
先祭祀に参加させなかった。というのは、ジェウレデイはボドンチャルの子ではないのではないかと
疑われていたからである。 
－ 20 － － 21 －
 う威嚇になる。ホエルン夫人が、イェスゲイ・バァトルが亡くなり、子供が幼いことを提起した理由
がここにある。ホエルン夫人はイェスゲイ・バァトルの領土を失っておらず、掌握していると考えて
いた。自身は別のハーンの手に渡っておらず、「きりりと髪を結いあげ、丈短く帯して」7という勇敢
な行為はホエルン夫人にこのように考える自信を与えていた。  
3 つ目は、祖先祭祀の供物であるヒツジの丸煮、馬乳酒、御酒を受けとるというのは、単に食物の
問題ではなく、1 年の運勢、活動すべてと関係し、祖先の加護を受け、幸運を授かるという重要なも
のであると考えられていたことである。言うまでもなく、ホエルン夫人にとって、ハーンの領土が脅
かされ、幼い子供たちを育てるという最も困難な時に祖先の加護を受け、幸運を授かるというのがど
れだけ重要であったかというのは明白である。 
 現在でも、チンギス・ハーン祭祀において供える馬乳酒、上物、ヒツジの丸煮の中で、最も崇高な
のはボロ・オンドルという木製の容器に並々と注がれた馬乳酒である。これについて、ラシプンスグ
の『ボロル・エリケ』に、チンギス・ハーンが以下のように命令を下したと記してある。 
 
チンギス・ハーンの五十歳の辛未年、大モンゴル帝国六年，夏の首月に官理者たちに命令を下
す。「我々モンゴルで飼養している家畜は何種類かあるけれども、敵と戦争する親友であり、追
い払った敵をすばやく追いかけて捕まえて離さない素晴らしい英雄であり、育ち盛りの若者た
ちの飾りになる宝物であるウマの初乳の上物を天神に供え祭祀することを今はじめて定める。
これがモンゴル帝国の法律になろう［5］。 
 
 つまり、メスウマの乳は祖先と天を祭る特別な食物なのである。これについて、ビンバー・レンチ
ンが書き残した「チンギス・ハーンのメスウマの乳をふりまいて、たくさんの乳、豊富な供物、乳を
ふりまくのが続きますように」［6］というシャーマンの詩文はメスウマの乳をふりまくことの重要性
を明示している。各天8、地と水の神すべてにメスウマの乳をまいて供えて祭っており、祭祀に供え
る一番よい上物をモンゴル人は奪いあうようにして味わっていたのは一種の慣習であった。これにつ
いて、オユンゲレルが「儀礼が終わった後、ダルハト9から前年までの祭祀の供物を奪いあうのはみ
っともないことであるから、整列してそのときだけ細い列を作って並ばせて、順序よく儀礼の供物を
分け与えよう」［7］と記している。この奪いあいは祖先からの恩賜である祭祀の馬乳酒、御酒、ヒツ
ジの丸煮を争って分けあい、受け取る慣習を示している。その伝統的慣習は今でも継承されている。
祭祀の供物を「奪いあう」のは実は「みっともないこと」ではなく、祖先の幸運を取り込んだ貴重な
                                                        
7 訳は小澤訳（1997：58）による。 
8 天は 99 あるとされる。 
9 チンギス・ハーンをまつる祭祀集団。 
－ 22 －
 供物をモンゴル人がどんなに重要視し、敬っていたのかを示すものなのである。 
 
２．祭祀儀礼と春：馬乳酒をふりまく行為と関係のある季節 
祭祀と馬乳酒をふりまく行為に関する重要なことの一つは天神祭祀と祖先祭祀の多くが春にとり
おこなわれることである。これは祭祀のもっとも重要な供物であるメスウマの乳及び乳製品と関係が
ある。モンゴル高原の春はちょうどウマの出産期で、家畜が無事に年を越え、新しい乳製品が生産さ
れるときである。『元朝秘史』に記された祖先祭祀も「その春、陵墓の地へ」というように春に行わ
れている。新鮮な白い乳、馬乳酒をふりまいて供える祭祀儀礼は単にモンゴルだけではなく、モンゴ
ル高原に生活して来たさまざまな遊牧民族に共通する。文献資料のある記録を見ると、モンゴル高原
で匈奴時代にすでに天の祭祀儀礼がとりおこなわれていた。「匈奴たちの故郷にはシャーマン祭祀の
寺院が数多くあり、新年の春の首月に祭祀の寺院で、五月にロート市に集まって、祖先の墓と天地を
祭っていた」［8］という記録がある。匈奴たちの習慣では年に 3 回、龍祭祀をおこない、毎年 1 月、
5 月、9 月の戌日に天を祭っていた［9］。 
モンゴル高原で匈奴時代と同時代の文献資料にある東胡とその子孫になる鮮卑も春に天を祭る祭
祀があった。「鮮卑たちは春の末月に大勢で集まって、天を祭っていた。トゥバたちが天を祭る際に、
７もしくは 49 の木製の人形をおいて祭祀していた」［10］。これらの祭祀がおこなわれるのはみな春
である。というのは、春はこれらの時代においても生活空間の空気、気候、植生など自然条件と結び
付いて乳製品が作られる時期だからである。トルコ系も、毎年 5 月中旬に集まり、祖先と天を祭って
いた［11］。 
モンゴル高原の 5 月というのは乳製品が出始める時期である。『蒙韃備録』にも、モンゴル人が 5
月に天を祭っていたことについて記録している［12］。ロブサンダンジンの『アルタン・トプチ』は、
以下のように夏の首月にケルレン河の川岸でメスウマを搾乳し、馬乳酒、乳製品をつくり、天を祭り、
宴を催していたことを記している。 
 
美しい草原にさまざまな花が満開のケルレン河で 
夏の首月の晴れた日に子ウマを捕まえ 
搾乳した馬乳を満月にふりまいて供え 
仏燈と香をたいて祖先天神を祭祀する 
大帝国にあちこちから集まれ 
海のように大きく祭祀をとりおこない  
老若皆一緒に祝おう［13］ 
 
－ 22 － － 23 －
 『十の功徳をもつ仏法の白い歴史』にもまたフビライ・セチェン・ハンがチンギス・ハーン祭祀で
四時の祭祀10の実施日を定めたことが記録されている［14］。ラシプンスグの『ボロル・エリケ』に、 
 
いろいろな花で飾られたケルレン河の涼しい草原で 
ウリンヤンハイのジェルメに子馬を繋ぐ綱を作らせ 
ジュルチドのメルゲンに子馬を捕まさせ 
7 日後、チンキスハーン自らいらして 
以前にはない、帝国の新しい決まりを定め 
馬乳酒をふりまいて、仏薩三宝と天の神々に供え 
蒼いオオカミから続く祖先たちにも供え（後略）［15］ 
 
というように記してある。「これよりはっきりと定めた。これはモンゴル帝国の法律になろう」と全
国的に天の祭祀をおこない、春にメスウマの乳をふりまいて供えるのを法律とすると通知した。 
モンゴル帝国が成立してから、チンギス・ハーンの「50 歳の」の辛未年、大モンゴル帝国六年から
はじまった天の祭祀は国家規模の儀礼となり、真の祖先祭祀となった。メスウマの乳は祭祀でもっと
も尊い、重要な上物となった。 
 グユク・モンケ・ハーンの時代まで、チンギス・ハーンの国家規模の慣習が継承されているのを文
献資料からみてもよい。『嶺北紀行』には「9 月 9 日になると、王府の大臣たちは大きな宮殿に集ま
って、灰色のウマの乳を指で天にふりまき、季節ごとの祭祀をおこなっていた」 [16]。「4 月 9 日に、
王は大臣たちを連れて、大きな宮殿に再び集まって、白いウマの乳をふりまいて祭る。毎年 9 月 9 日
と 4 月 9 日に祭祀を祭るすべての人びとが集まるが、他の祝日には集まらない」［17］というように
記している。そのような記録から、モンゴル帝国のハーンが毎年、決められた時に聖別したメスウマ
の乳で天を祀ることが決まりとなっていたことが分かる。 
モンゴル人が天を祭っていたことについて、プラノ・カルピニ、ウイリアム・ルブルク、マルコ・
ポーロ、ラシードウディーン、アラーウッディーン・アターマリク・ジュヴァイニーはみなはっきり
と記録している。たとえば、ルブルクによるモンゴル滞在記録は「5 月 9 日には、占者たちは家畜群
から白い牝馬を全部集めて聖別します。（中略）それから、新しいコスモス酒を地面にまきちらし、
その日は非常なご馳走をいたします」[18]11というように記している。聖別した白いメスウマの乳と
馬乳酒で天を祭る際はいつも春の新しい乳と馬乳酒で祭る。「古代のモンゴルたちが信仰する万物の
                                                        
10 四時の祭祀については、森川（2007：110-111）を参照。 
11 訳は護訳（2016：341）による 
－ 24 －
 神々を多神教と言うけれども、細かく分類してみると、自然システムの万物の神である天の信仰と、
人間自身、つまり人類社会システムの祖先の魂の信仰の大きく 2 つになる。言い換えれば、天信仰と
祖先信仰には大きな 2 つのシステムがあるということである。しかし、これら信仰の形は祭祀を通し
て同じように現れている。実に、モンゴル人の祖先も「上天」であるから、万物の神々もモンゴルの
祖先となり、天であろう。祭祀と言うのは一種の儀礼として主に 2 つの内容を構成する必要があるだ
ろう。何かというと、1 つは、目的を表す祝詞と賛歌があることである。2 つ目は、幸運とご加護を
受ける際に感謝の意を表す乳と馬乳酒、ヒツジの丸煮などを供える必要があることである」[19]。こ
のため、自然にあわせて乳製品の季節にあわせた天の祭祀にはモンゴル人の信仰と崇拝物が存在し、
長く伝わってきたのである。 
 『元史』もモンゴル人が天を祭る際に、「ハーンと皇后は自らご来訪され、部族皆が来て助けあっ
て」［20］、聖別した天の白いメスウマを搾乳し、盛大にふりまいて供えて祭っていたことについて記
している。以上の文献資料の記録から、モンゴルを含めた遊牧民族には古代から春にメスウマの新し
い乳で天を祭る慣習があったと言える。 
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 Kumiss in Mongolian rituals and worship 
Sarengerile 
 
A traditional drink of Asian nomadic people is kumiss (sometimes spelled koumiss), fermented 
mare’s milk which is called cege in Mongolian. Kumiss has two primary uses for Mongols; as a 
sustaining daily food, and as a cultural symbol. This article focuses on kumiss as the oblation of 
rituals and worship using historical materials. Mongolian ritual includes whole boiled sheep, sacred 
wine and various milk products as oblations. Of these, kumiss is the most precious. For this reason, 
many rituals are held in spring, which is when fresh kumiss is produced. The largest and most grand 
of the holy Chinggis Khan four-season ritual is held in spring.  
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